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信頼性の高い 3 次元地質モデルを構築することは困難であった． 
 本研究では，地質学・地形学分野における曲面の推定技術の向上を目的として，双 3 次 B‐
スプライン関数を用いた新しい曲面推定法を提案した．本手法では，曲面を双 3 次 B‐スプラ
イン関数で表現し，等式・不等式制約条件や傾斜データから外点ペナルティ関数法にもとづいて
最適な曲面の形状を決定し，最適面を表す双 3 次 B‐スプライン関数の係数を推定結果として
保存する．本研究では，さらに，推定法の地形学的応用として，推定結果から曲面の偏導関数や
定積分により定義される地形特性値を， 3 次 B‐スプライン関数の特性を活用して求める方法
を提案した．また，本手法の有効性を，高密度に分布する不等式制約条件を用いた DEM の作成





























る，(3)推定した曲面を 2 次偏導関数まで連続な双 3 次 B-スプライン関数として保存できる，という
優れた特徴がある．そのため，都市部のようにボーリングデータが大量かつ高密度に分布する地域に
おける 3 次元地質モデリングの発展に大きく貢献すると期待できる．また，関数にもとづく地質学
的・地形学的解析という手法はこれまでにはない革新的なものであり，今後の発展が期待できる． 
以上のように，本論文は，地質学・地形学分野の発展に大きく貢献するものであり， 
博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した． 
